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まずは…①各自治会に自主防災組織の必要性を普及啓発し、組織の結成

に向けての支援活動を開始します。 

②地区内への支援体制の整備(ボランティア募集)を行います。 
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大歳自治振興会では、昨年の豪雨災害から危機意識をもち、地域のために

何かできないかと考え、５月に委員を募集し、自主防災対策検討委員会を設

置しました。この委員会で鋭意 

検討しました提案は、先月１４ 

日の理事会で承認を受け、同日 

各自治会長への説明を行いました。 

そこで、大歳地区が取り組む防災 

対策の概要と熱心に協議していただ 

いた委員会の経過についてお知らせします。今後は、 

自治会等から住民の皆様に協力要請がありましたら、 

是非ともご協力いただきますようよろしくお願い申し 

上げます。 

 

大歳自治振興会に 防災部会 ができました！ 
 

 

 

 
   

 

★ 目的 防災部会は、水災害、土砂災害その他の災害による災害の防止 

及び災害による被害の軽減を図ります。 
 

   ★ 事業 目的を達成するため、大歳地域交流センターと協働で次の事業

を行います。    
 

   (1)防災委員を育成する研修会を行う。 

(2)単一自治会の自主防災組織立ち上げを 

支援・アドバイスする。 

   (3)自治会住民に対し防災啓蒙活動を行う。 

   (4)災害予防に資するため、地域災害の危険個所の把握に努める。 

   (5)災害の発生時に、自治会と連携し、情報の収集・伝達・

避難等及び救出・救護、給食・給水等の支援を行う。 

   (6)防災資機材等の備蓄を行う。 

   (7)他組織との連携を行う。 

   (8)その他会の目的を達成するために必要な事項を行う。 

       

 

 
大歳自治振興会からのお知らせ 

 

 

検討委員会と自治会長会の合同会議の様子 
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あなたが日頃から、すること・できること！ 

 

 

 

第１問 あなたは、いざ！という時に備えて、「向こう三軒・両隣」のご

近所さんと一致協力して行動できる「準備」や「話し合い」が

できていますか…？ 

 

第２問 あなたの住んでいる地域の危険箇所を知っていますか…？ 

 

 

第３問 あなたの住んでいる自治会（町内会）では、 

自主防災組織がありますか…？ 
 

 

◆◆なぜ、自主防災組織が必要か？◆◆ 
 

社会や家族の構造変化により、支えあうという

人間関係や地域社会、近隣住民とのつながりや結

びつきが希薄になった今日、小さなコミュニティ

や地域づくり・まちづくりが必要となっています。 

そこで、安心・安全で｢明るく住みよいおおとし」

にするためにも、地域コミュニティづくりの自主

防災から始めるのが、もっとも効果的なのです。 

 

 

「まちづくりの主役は市民」です！ 
山口市では、「個性豊かで活力ある自立した地域社会の実現」に向けて、

「まちづくりの主役は市民である」という考え方のもと、市民の皆さんと

行政の協働によるまちづくりを進めています。 

 

「協働によるまちづくり」とは？ 
市民の皆さんと行政、また市民の皆さん同士が、 

お互いをパートナーとして、同じ目標に向かって、 

共に考え、協力し合い、住みよい豊かな地域社会を 

目指して取り組むことを言います。 

 

？？？ あなたに、ちょっと質問です。？？？ 

《 はい・いいえ 》  

《 はい・いいえ 》  

《 はい・いいえ 》  
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  ■募集その１ 

 
 

          防災に関心のある方、防災の知識を習得したい方、地域

の役に立ちたい方、自分の命は自分で、自分たちのまちは

自分たちで守り、「明るく住みよいおおとし」 

をつくる活動を、一緒にしませんか？ 

 

 

 ■募集その２ 

 
 

  大歳地区住民への防災啓蒙活動の一環として、広報紙 

づくりに参加しませんか？ 

地域情報の発信源となり、安全・安心で「明るく住みよいおおとし」を

つくる活動を一緒にしませんか？ 

 

 

 ■募集その３ 

     

  
 

防災部会では、各自治会の自主防災組織の設立を全面支援して、

大歳地区のコミュニティづくりから地域づくり・地域活性化等の

活動を行い、大歳地区の皆さんのお役に立てるよう一層努力して

まいります。 

そこで、防災部会に対して皆さんの率直なご意見をお聞かせ願

えれば幸せです。よろしくお願いいたします。 

 

上記の応募やご意見については、 

11 月末までにお寄せください。 
 

■連絡先  大歳自治振興会事務局（大歳地域交流センター内） 

■連絡方法 ①電 話  ０８３－９２２－４０３５ 

    ②ＦＡＸ  ０８３－９２２－４０３６ 

③e-mail   o104mati@c-able.ne.jp 

  

mailto:o104mati@c-able.ne.jp
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■第１回目：平成２２年７月１５日（木）１８時３０分～２１時 

２１年災害発生状況及び被災地区からの要望等の集約 

   ・被災地の委員からの状況聴取 

     浸水被害やがけ崩れによる土砂の流入等の被害が発生した。 

  

■第２回目：平成２２年７月２７日（火）１８時３０分～２１時 

大歳自治振興会としての取り組み 

   ・自主防災の啓蒙活動 

   ・災害復旧の支援活動 

   ・将来的には最新防災マップの作成 

 

   すでに整備した活動 

   ・水害重点地域への土のうステーションを整備 

   ・必要備品の購入  

土のうステーションについては、消防団の協力により作成した土のうを、必要

とする自治会が土のうステーション等を設置し、土のうの備蓄を行った。 

 

■第３回目：平成２２年８月１０日（火）１８時３０分～２１時 

   大歳自治振興会内に専門部を立ち上げて、各自治会の防災対策に全面協力する 

   ・各検討委員からの意見を聴取検討 

     自主防災組織を早期に立ち上げることで一致し、今後の活動について協議した。 

   ・次回は自主防災組織立ち上げに関する内容協議 

 

■第４回目：平成２２年８月２５日（水）１８時３０分～２１時 

  自主防災組織作りのための活動 

  ・自主防災組織作りのために何をするか。 

 

■第５回目：平成２２年９月１６日（木）１８時～２１時 

   自主防災対策検討委員会今後の課題とスケジュールについて  

・自治振興会内に防災部を設立し、各自治会への働き掛けを強化する。 

・広報紙について  

  

■第６回目：平成２２年１０月１４日（木）１８時３０分～２０時 

   大歳地区自主防災対策検討委員会の総括について  

・大歳地区内の各自治会長への自主防災組織の必要性と 

結成に向けての活動開始のお願い。 

    ・今回を持ち自主防災対策検討委員会は、解散とする。 

今後は防災部会が継続していく。 

 

  検討を重ねていただいた委員の皆さん！ 

ありがとうございました。 

大歳地区自主防災検討委員会の検討結果報告について 


